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駿河湾から得られた北限記録の魚類 3 種とその分布特性

Northernmost Records of Three Fish Species from Suruga Bay, Japan, with 
Notes on Distributional Implications for These Species

手良村知功 1)・安田　慎 2）・天野雄一 3）・三井翔太 4）・櫻井風汰 5）・

平瀬祥太朗 1）・瀬能 宏 6)

Akinori T  1）, Makoto Y  2）, Yuichi A  3）, Shota M  4）, 
Futa S  5）, Shotaro H  1）& Hiroshi S  6）

Abstract.   Recently, one specimen each of Chlorophthalmus nigromarginatus Kamohara, 1953 
(Aulopiformes: Chlorophthalmidae), Aulopus formosanus Lee and Chao, 1994 (Aulopiformes: 
Aulopidae) and Foetorepus masudai Nakabo, 1987 (Perciformes: Callionymidae) were collected 
from Suruga Bay, Japan. These specimens represent the fi rst record of each species from the bay and 
the northernmost record for the species. It is suggested that the Kuroshio Current impacts on their dis-
persion like it does for many reef and shore fi shes; their distribution is continuous in southern Japan 
along the path of the current.

Key words:  deep sea fi sh, Kuroshio current, Chlorophthalmus nigromarginatus, Aulopus for-
mosanus, Foetorepus masudai 

原著論文

緒　言

　駿河湾の深海魚類相解明に向けた研究はこれ

までに多くの研究者によって進められており、例

えば Shinohara & Matsuura (1997) は過去の文献を

調査し、駿河湾の深海性魚類 487 種を記録した。

しかしながら、それ以降も駿河湾からは多くの

初記録種や未記載種が発見されており（Okiyama 
et al., 2007; 冨山ほか , 2011; 高見ほか , 2011; 
冨山・岸本 ; 2012; 伴ほか , 2013; 中坊 , 2013; 
Schwarzhans, 2014; Endo et al., 2015; Nakayama, 
2016; 手良村ほか , 2017; Murasaki et al., 2018a, b）、
魚類相に関する知見は十分とは言えない。

　筆者らは、近年、駿河湾・遠州灘等で操業す
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る底曳網漁船の漁獲物を収集・調査しているが、

株式会社沼津魚市場にて水揚げされた漁獲物の

中から、ツマグロアオメエソ Chlorophthalmus 
nigromarginatus Kamohara, 1953（ ヒ メ 目 : ア

オメエソ科）およびイトヒキヒメ Aulopus 
formosanus Lee and Chao, 1994 （ヒメ目 : ヒメ科）、

ルソンベニテグリ Foetorepus masudai Nakabo, 
1987（スズキ目 : ネズッポ科）を入手した。

これらは駿河湾での初記録種になるとともに、同

湾での出現は分布の北限を更新する記録となる

ため、ここに報告する。

材料と方法

　入手した個体は、10 % 中性ホルマリン水溶液

で固定した後、70 % エタノール水溶液に置換し、

保存した。報告に用いた標本は、いずれも神奈川

県立生命の星・地球博物館の魚類標本資料（KPM-
NI）として保管されている。なお、同館の資料番

号は、電子台帳上では桁を埋めるための 0 を付加

した 7 桁の数字が用いられているが、本稿では有

効数字で表記した。

　標本の計数及び計測方法は、ツマグロア

オメエソについては Kamohara (1953) および

Kobylyanskii (2013) 、イトヒキヒメについて

は Lee & Chao (1994) および松沼ほか（2008）、
Procofi ev (2011)、ルソンベニテグリについては

Nakabo (1982) に準拠した。また、色彩の名称は

財団法人日本色彩研究所（2011）に準拠した。

結　果

　今回得られた 3 種の形態学的特徴について、以

下に記載する。

ツマグロアオメエソ

Chlorophthalmus nigromarginatus Kamohara, 1953
(Fig. 1, Table 1)

記載標本

　KPM-NI 42686, 1 個体 , 145.0 mm SL, 静岡県沼

津市沼津港 , 駿河湾 , 櫻井風汰・手良村知功採集

（購入）, 2017 年 1 月 30 日 .

記　載　

　各部の計数・計測値を Table 1 に示した。

　頭部はわずかに縦扁し、側面から見ると吻は尖

る。体高は頭頂部から背鰭基部に向かって高くな

り、背鰭起部において体長の 19.3 % となる。背

鰭起部から尾柄部にかけて漸次体高が低くなり、

尾柄高は体長の 8.5 % である。体は躯幹部におい

てほぼ円筒形だが、わずかに側扁し、後方に向

かうにつれて側扁の程度が顕著になる。頭部は

大きく、頭長は体長の 28.4 %。眼は大きく、眼

径は頭長の 31.6 % である。眼は楕円形で、その

長軸は頭部背縁の輪郭に対して平行。吻長は眼

径より短い。口は上位。主上顎骨は発達し、主

Fig. 1. Fresh specimen of Chlorophthalmus nigromarginatus 
(KPM-NI 42686, 145.0 mm SL ) from Suruga Bay, 
Shizuoka Pref., Japan. Photographed by H. Senou.

Table 1. Counts and measurements of Chlorophthalmus 
nigromarginatus

Cat. No.
KPM-NI 

42686
Standard length ( SL mm ) 145.0
Counts
Dorsal-fi n rays 11
Anal-fi n rays 9
Pectoral-fi n rays 15
Pelvic-fi n rays 9
Gill rakers 2+1+15=18
Scales on lateral line 53
Scales above lateral line 6
Number of predorsal scales 10.5
Scales below lateral line 6
Number of scales between the anal opening and anal-fi n origin 16
Number of scales between dorsal-fi n and adipose-fi n origins 19.5
Measurements % in SL
Head length 29.0
Total length 117.8
Predorsal length 37.3
Preadipose-fi n length 81.0
Prepectoral length 29.7
Prepelvic length 40.6
Preanal length 49.8
Pecto-ventral distance 14.6
Vetro-anal distance 38.5
Distance from the anal-fi n origin to caudal-fi n base 20.7
Distance from the dorsal-fi n origin to caudal-fi n base 51.7
Distance from the dorsal-fi n origin to the adipose-fi n origin 44.9
Distance from the center of the anus to the anal-fi n origin 28.4
Distance between at the level of the vertical through the dorsal and anal-
fi n origins 5.7

Body depth at the anal-fi n origin 13.4
Body depth at the dorsal-fi n origin 19.0
Depth of caudal peduncle 8.9
Lenght of caudal peduncle 15.2
Length of longest dorsal-fi n ray 21.2
Dorsal-fi n base length 12.5
Anal-fi n base length 7.3
Length of the longest anal-fi n ray 13.1
Pectoral-fi n length 23.9
Pelvic-fi n length 18.9
Distance between the bases of the fi rst and last pelvic-fi n rays 4.6
Head depth at the vertical through posterior margin of the orbit 14.4
Snout length 8.3
Orbit diameter 9.5
Pupil diameter 4.9
Interorbital width at the vertical through posterior end of the supraorbital 8.8
Postorbital length 11.4
Length of upper jaw 11.4
Maximum depth of maxilla 4.6
Length of lower jaw 11.4
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上顎骨高は頭長の 16.0 %。上顎の歯列は 3 列で、

2 列目には大きな円錐状歯、その前後にそれぞれ

1 列の顆粒状の歯が並ぶ。鋤骨には 1 本の大きな

円錐状歯があり、口蓋骨には 10 本ほどの円錐状

歯からなる歯帯が形成される。下顎前方外側には

3 列の円錐状歯が並び、後方に向かうにつれて小

さくなり、下顎後方では 外側列は 2 列となる。

また、下顎内側には 1 列の大きな円錐状歯が並ぶ。

主鰓蓋骨後端はやや尖り、眼と同じ高さに位置す

る。体側鱗は弱い櫛鱗で、後縁の棘は短小で先端

が鈍く、鱗の後縁に細かな凹凸があるように見え

る。胸鰭は上縁が緩く上方に湾曲し、後縁は円み

を帯びる。胸鰭第 10 軟条が 長で、その先端は

背鰭基底後端直下および肛門直上に達する。背鰭

は、第 1 および第 2 軟条が不分枝、第 3–11 軟条

は分枝する。背鰭は扇形で、第 3 軟条先端下で

も高い。腹鰭は第 1 軟条が不分枝、第 2–9 軟条

は分枝する。腹鰭は第 2 軟条が も長い。腹鰭

は扇形で、先端に欠刻がない。腹鰭起部は背鰭第

3–4 軟条基底の直下に位置し、腹鰭後端は背鰭後

端（第 11 軟条先端）よりわずかに前方に位置する。

臀鰭は第 1–3 軟条が不分枝、第 4–8 軟条は分枝

する。臀鰭は第 3 軟条が も長く、外縁は浅く湾

入する。脂鰭起部および基底部後端は、それぞれ

臀鰭第 5 軟条、第 7 軟条直上に位置する。尾鰭は

二叉型で、上葉・下葉は同長。鼻孔は 2 対で眼の

前方に位置し、楕円形である。肛門は円形で腹鰭

基底後端より後方に位置する。

鮮時の体色 : 頭頂部から体側背部にかけてはグレ

イ。背鰭基底の周辺および背鰭基底後端 – 脂鰭基

底間には暗いグレイの鱗が散在し、鼠色の雲状斑を

形成する。体側中央は明るいグレイで、側線に沿っ

て暗いグレイの大きな雲状斑が並ぶ。体側中央の臀

鰭基底直上から尾鰭基底にかけては鼠色の帯状斑

が並ぶ。体側中央から腹部にかけてはパールホワイ

トを呈するが、全体的に黒色素胞が散在し、それは

胸鰭および腹鰭基底付近で顕著である。黒色素胞は、

臀鰭基底から尾柄部に向かって漸次消失する。腹部

には正中線に沿って細い黒色縦帯があり、肛門が

黒く縁どられる。頭部は吻部がグレイで、主上顎

骨は白色からパールホワイトを呈する。頬部はパー

ルホワイトで、前鰓蓋骨後端は地色がうすいピン

クであり、グアニンにより銀色の光沢がある。鰓

蓋は全体的にグアニンに覆われ銀色の光沢がある

が、グアニンが脱落した部分は鼠色から青みのグ

レイを呈する。眼窩は黒く縁どられる。虹彩は明

るい黄色の光沢があり、瞳孔は強い黄緑色である。

背鰭は一様に淡いグレイであるが、第 1 および第

2 軟条は黒く、背鰭縁辺部は黒く縁どられる。胸鰭

は半透明で灰味の青である。腹鰭は鰭膜が一様に淡

いグレイで、鰭条は灰味があり、鰭の中央から先

端にかけて黒色帯が入る。臀鰭は一様に淡いグレイ。

脂鰭は淡いグレイだが前縁は黒い。尾鰭は一様に淡

いグレイで、縁辺部は黒く縁取られる。

　

分　布

　本種は日本近海や東シナ海、南シナ海、オース

トラリア北西岸などの西太平洋に広く分布して

おり（中坊・甲斐 , 2013）、日本近海では駿河湾（本

研究）、遠州灘（本研究；参考標本）、愛知県三谷

港（詳細な採集海域は不明 ; 小林・近藤 , 1960）、
熊野灘（久保ほか , 2012）、土佐湾（岡村 , 1982; 
Shinohara et al., 2001）、愛媛県豊後水道（本研究；

参考標本）、東シナ海大陸棚斜面上部域（中坊・

甲斐 , 2013）、琉球列島（Shinohara et al., 2005）
から報告されている。

備　考

　本標本は、鋤骨歯を有する、頭部が側扁して

おらず体は細長い、吻長は眼径に等しい、背鰭

と尾鰭後縁が黒い、体側鱗が非常に弱い櫛鱗で

あるなどの特徴が小林・近藤（1960）および岡

村（1984）、中坊・甲斐（2013）のツマグロアオ

メエソ Chlorophthalmus nigromarginatus の記載

や図に一致した。

　本種の確実な分布域は、これまで熊野灘を北限

とする南日本沿岸域とされていた（本種分布の項

を参照）。小林・近藤（1960）は、アオメエソ科

魚類の鱗相に関する記載の中で、愛知県三谷港で

水揚げされた本種の標本を使用しているが、詳細

な漁獲海域は明記していない。三谷港を含む愛知

県の沖合底曳網漁業は遠州灘を主な漁場として

いるが、紀伊水道から伊豆諸島にかけての海域に

おける操業も許可されているため、水揚港のデー

タから実際の採集地点を推定することは困難で

ある（玉越 , 2000; 荒尾・玉井 , 2011）。今回の個

体は、駿河湾内で採集されたことが明らかである

ことから、同湾からの初記録であると同時に、本

種の分布域の北限を更新する記録となる。

イトヒキヒメ

Aulopus formosanus Lee and Chao, 1994 
(Fig. 2, Table 2)

記載標本

　KPM-NI 44599, 1 個体 , 雄 , 155.1 mm SL, 静岡

県沼津市沼津港 , 駿河湾 , 櫻井風汰・手良村知功

採集（購入）, 2017 年 4 月 21 日 .
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記　載

　各部の計数・計測値を Table 2 に示した。

　体は細長く円筒形、尾柄部は細くやや側扁し、

尾柄高は体長の 7.8 % である。吻は眼径より短く、

吻長は眼径の 95.7 %。肛門は背鰭第 13 軟条基部

直下に位置する。閉口時、上顎歯列の外縁が露出

する。鼻孔は 2 対で、吻端と眼窩前縁との間に位

置する。前鼻孔と後鼻孔はほぼ同じ大きさで隣接

し、前鼻孔の後縁に l 枚のやや長い皮弁がある。

眼窩の上縁は、頭部背面の輪郭から突出しない。

上顎は大きく、その後端は瞳孔後縁直下を越える。

口は端位。前上顎骨には円錐状歯が並び、歯列は

前方で 3 列、後方へ向かうにつれ 2 列となり、後

方約 1/2 では外側の歯列が上唇に覆われる。歯骨

には 2 列の円錐状歯が並び、その外縁には顆粒状

の歯からなる歯帯がある。前鋤骨には 2 列の円錐

状歯が並び、その前方には顆粒状の歯からなる歯

帯がある。口蓋骨には内側に 2 列の円錐状歯が並

び、その外縁には顆粒状の歯からなる歯帯がある。

前鋤骨と口蓋骨の内側には、顆粒状の歯が密生す

る幅広い歯帯がある。基舌骨上に細長い楕円形の

歯帯があり、その 大幅は頭長の 5.8 %。各鰭の

鰭条は全て軟条。背鰭は l 基で大きく、体高とほ

ぼ同高である。背鰭第 2 軟条のみ伸長し、その長

さは体長の37.7 %。第3軟条以降は漸次短くなり、

背鰭後端の輪郭は円みを帯びる。背鰭第 1 軟条、

第 2 軟条、第 8、11–14 軟条は分枝せず、その他

の軟条は分枝する。脂鰭は臀鰭第 6 軟条基部直上

付近に位置する。腹鰭は大きく、閉じた際の後端

は肛門を越える。腹鰭第 1 軟条は不分枝。腹鰭第

2–3 軟条は 2 分枝し、それより後方では複雑に分

枝する。胸鰭先端は背鰭第 10 軟条基部直下に達

する。臀鰭は第 3 軟条が 長で、腹鰭外縁の形

状は円みを帯びる。腹鰭第 1 軟条は不分枝、第

2–4 軟条は先端が 2 分枝し、第 5–9 軟条の先端は

複雑に分枝する。尾鰭は二叉し、下葉よりも上葉

先端がわずかに長く、尾鰭下葉長は尾鰭上葉長

の 79.5 % である。鱗は強い櫛鱗ではがれにくい。

両眼間隔域および吻部、下顎腹面は無鱗。脂鰭は

基部から約 2/3 まで被鱗する。

鮮時の体色 : 体側背部および背面は地色が明るい

黄味の赤で、体側中央に向かうにつれてより明るさ

を増す。側線より上方には薄く明るい緑味の黄を呈

した鱗が散在する。 側線下部から腹部は白色を基

調とし、グアニンにより銀色の光沢がある。腋部か

ら腹鰭前部は紫味のピンクを呈する。後頭部および

背鰭起部、背鰭基底後端部、脂鰭基底にそれぞれ大

きな褐色班があり、体側中央下には、瞳孔大の強い

ピンクの小斑が側線に沿って 1 列に並ぶ。鰓蓋は紫

味のピンクで、白色の不定型斑が散在する。背鰭の

鰭膜はほぼ無色透明で、鰭条は青みを帯びたグレイ。

鰭全体に黄味がかったピンクから赤色の小斑が並

ぶ。また、背鰭中央と背鰭基部に緩やかな曲線を描

く黄色縦帯がある。胸鰭は透明。腹鰭は鰭膜が淡い

赤、鰭条は黄色く、所々途切れる赤い縁取りがある。

脂鰭は体色と同じく赤味の強い橙色を基調とする

が、黄味がかる。臀鰭は白色を基調とし、中央に体

側腹縁と平行な黄色縦帯が走る。尾鰭の地色は淡い

グレイで、中央部は赤味がかった橙色。下葉と上葉

の縁辺に沿って赤みがかった 4 本の橙色帯があり、

先端付近は白色である。

Fig. 2. Fresh specimen of Aulopus formosanus (KPM-NI 
44599, 155.1 mm SL ) from Suruga Bay, Shizuoka Pref., 
Japan. Photographed by H. Senou.

Table 2. Counts and measurements of Aulopus formosanus
Cat. No.

KPM-NI 
44599

Sex male
Standard length ( SL mm ) 155.1
Counts
Dorsal-fi n rays 16
Anal-fi n rays 9
Pectoral-fi n rays 11
Pelvic-fi n rays 9
Caudal-fi n rays vii+i+9+8+i+vi
Scales on lateral line 42
Scales above lateral line 5
Scales below lateral line 4
Gill rakers 3+1+11=15
Pyloric caeca 10
Measurements % in SL
Head length (HL) 30.1
Total length 123.0
Predorsal length 36.4
Preadipose-fi n length 81.2
Prepelvic length 38.7
Preanal length 59.4
Body depth 18.1
Body width 15.2
Depth of caudal peduncle 7.6
Lenght of caudal peduncle 15.8
Length of longest dorsal-fi n ray (2nd) 25.3
Length of 3rd dorsal-fi n ray 19.1
Length of dorsal-fi n base 28.5
Pectoral-fi n length 20.4
Pelvic-fi n length 25.5
Anal-fi n base length 9.1
Anal-fi n depth 10.5
Caudal-fi n length 24.4
Distance between the center of the anus and origin of the anal fi n 13.5
Measurements % in HL
Snout length 26.8
Orbital diameter 31.0
Interorbital width 25.1
Length of upper jaw 51.2
Width of tooth band on tongue 5.8
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分　布

　駿河湾（本研究）、遠州灘（本研究；参考標本）、

和歌山県紀伊半島沖（中坊・甲斐 , 2013）、熊野灘（久

保ほか , 2012）、土佐湾（中坊・甲斐 , 2013）、鹿児

島県薩摩半島南岸（松沼ほか , 2008）、沖縄県近海

（Shinohara et al., 2005)、国外ではオーストラリア

北西岸、台湾、東シナ海から知られる（中坊・甲

斐 , 2013）。大陸棚縁辺の砂泥域に生息し（中坊・

甲斐 , 2013）、水深 120–230 m から記録されている

（Shinohara et al., 2005）。

備　考

　本標本は、背鰭基底長が背鰭基底後端から脂鰭

基部までの距離よりも長いこと、背鰭第 2 軟条が

伸長すること、背鰭軟条数が 16 であること、側

線鱗数が 39 であること、眼が頭部背縁より突出

しないこと、眼径は頭長の 31.0 % であることな

どの特徴が松沼ほか（2008）および中坊・甲斐

（2013）のイトヒキヒメ Aulopus formosanus の

雄の記載や図に一致した。

　松沼（2008）や Lee & Chao (1994) は本種に幽

門垂はないとしているが、本標本では 10 本の幽

門垂が確認された。本種の幽門垂の有無について

は Prokofi ev (2011) が議論しており、パラタイプ

3 個体それぞれが 10 本の幽門垂を持つことが確

認されている。

　本種は、これまでに熊野灘および和歌山県紀伊

半島沖、土佐湾、鹿児島県薩摩半島南岸、沖縄県

近海から記録されていた（本種分布の項を参照）。

本個体は駿河湾における本種の初記録であると

同時に、同湾における出現は分布の北限を更新す

るものである。

ルソンベニテグリ

Foetorepus masudai Nakabo, 1987
(Fig. 3, Table 3)

記載標本

　KPM-NI 41371 (1 個 体 , 雄 , 121.5 mm SL), 
KPM-NI 41372 (1 個体 , 雌 , 111.7 mm SL) & KPM-
NI 41373 (1 個体 , 雄 , 121.9 mm SL), 静岡県沼津

港 , 駿河湾 , 櫻井風汰・手良村知功採集（購入）, 
2016 年 10 月 24 日 .

記　載

　各部の計数・計測値を Table 3 に示した。

　体は細長く、躯幹部は円筒形で、体高と体幅

はほぼ等しい。尾柄部は細く、尾柄高は体高の

33.7–36.3 %。眼は非常に大きく、眼径は頭長の

21.4–24.6 %。眼隔域は狭く、ややくぼむ。後頭

部の隆起は後方へ延びる。鰓孔は小さく、楕円形

で、第 1 背鰭起点よりもわずか前方に位置する。

前鰓蓋棘は基部外側に前向棘がなく、先端はやや

上方に湾曲し、内側には上向棘がある。上顎は突

出し、後端は眼の前縁下を越える。鼻孔は眼窩前

域にあり、鼻管を欠く。前上顎骨と歯骨の前方に

は 3–4 列の円錐状歯があり、後方に向かうにつ

れて 2 列になる。また、円錐状歯の間隙には絨毛

状歯が並ぶ。口蓋骨と鋤骨には歯がない。頭部側

線系はよく発達し、前鼻孔付近に端管開口を持つ

眼窩上管は、眼隔域で左右のものが接合し、眼後

部で眼下管、眼後管の順に接続する。眼下管は分

枝せず、眼の後腹側に達する。眼後管は前鰓蓋管

と接続する。体側の側線は 1 本で、上側頭管で

左右のものが接続する。側線は第 2 背鰭第 2 軟

条基部直下で背部から体側正中線に向かって緩

やかに下降し、第 4 軟条基部直下から尾鰭基底ま

で体軸に沿って直走する。その後半部には下方へ

Fig. 3. Fresh specimen of Aulopus formosanus (KPM-NI 
41371, 121.5 mm SL ) from Suruga Bay, Shizuoka Pref., 
Japan. Photographed by H. Senou.

Table 3. Counts and measurements of Foetorepus masudai

Cat. No.
KPM-NI KPM-NI KPM-NI 
42371 42372 42373

Sex male female male
Standard length ( SL mm ) 121.5 111.7 121.9
Counts
Dorsal-fi n rays Ⅳ -8 Ⅳ -8 Ⅳ -8
Anal-fi n rays 7 7 7
Pectoral-fi n rays i+20 i+20 i+20
Pelvic-fi n rays Ⅰ -5 Ⅰ -5 Ⅰ -5
Caudal-fi n rays i+7+ii i+7+ii i+7+ii
Measurements % in SL
Body width 17.9 20.1 18.9
Body depth 17.8 16.0 16.7
Depth of caudal peduncle 6.0 5.8 5.9
Predorsal depth 28.5 29.5 27.9
Caudal-fi n length 44.9 36.7 43.6
Head length 36.1 37.5 35.6
Eye diameter 8.6 9.2 7.6
Snout length 8.1 9.9 8.4
Interorbital width 2.6 2.6 2.7
1st dorsal-spine length 26.5 19.2 25.1
2nd dorsal-spine length 13.6 14.6 14.7
3rd dorsal-spine length 12.7 13.6 13.5
4th dorsal-spine length 13.8 12.3 12.6
1st dorsal-ray length 23.1 21.1 21.0
Last dorsal-ray length 32.5 22.5 33.5
1st anal-ray length 8.2 10.4 8.6
Last anal-ray length 16.4 16.1 18.5
Pectoral-fi n length 25.8 23.7 25.3
Pelvic-fi n length 27.8 27.0 25.2
Preopercular spine length 5.3 5.6 5.2
Anal papilla length 2.4 - 2.7
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向かう非常に短い分枝が多数ある。雄の生殖突起

は発達するが、雌のそれは著しく小さい。第 1 背

鰭の起点と基底後端は、それぞれ腹鰭基底後端、

胸鰭基底上端の直上に位置する。第 1 背鰭は第 1
棘が糸状に伸長し、上縁は湾入するため、全体的

に鎌状を呈する。第 2背鰭の外縁はほぼ直線状で、

後部の輪郭は尖る。臀鰭軟条は不分枝で、後方の

ものほど長い。胸鰭は円みを帯び、第 8–9 軟条が

長で、背鰭第 5 軟条基部直下に達する。腹鰭は

円みを帯び、鰭を広げた状態ではその後端は臀鰭

起部に達しない。腹鰭基部は皮膜によって胸鰭基

部中央に接続する。尾鰭は概ね菱形で、上葉より

も下葉の鰭条がやや長く、第 6 軟条が 長。尾鰭

第 5–7 軟条の先端は糸状に伸長する。

鮮時の体色 : 雄は体の地色がピンクで、腹面は部

分的に淡いピンクもしくは白色である。体の背部

は互いに接し合う白い小円形斑と、それら小円形

斑の間を埋めるようににぶい緑味の黄の虫食い状

斑が覆う。側線は概ね白く、1 本の線として認識で

きる。第 1 背鰭は鰭膜が部分的に黄色く、中央と

基部に淡桃色縦線があり、鰭の上縁はさえた黄味

の赤で縁取られる。第 2 背鰭は鰭膜が部分的に黄

色く、縁辺から鰭条長の約 3 分の 1 の位置に 1 淡

桃色縦線があり、上縁は黄味の赤でわずかに縁取

られる。鰭の後方にはうすい桃色あるいは白色の

短い線状斑が 1¬–2 本あり、鰭条を横断する。胸鰭

は鰭膜が透明で、鰭条は濃いピンク。基底上部に

は 1 暗色斑がある。腹鰭は各鰭条が強いピンクで、

鰭の後半部には暗色斑がある。臀鰭は鰭条が白く、

鰭膜の縁辺側半分は強いピンクで、部分的に黒ずむ。

尾鰭は上半部に幅広い黄色横帯と細い淡桃色横線

が交互に入る。下半部は鰭膜上に黄色縦線がある。

雌は背鰭の赤い縁取りが明瞭で、第 2 背鰭に縦線

がない一方、垂直あるいは鰭条を横断する短い白ま

たは淡黄色線が 5–6 本と多く、各鰭の黄色みあるい

は黄色線が不明瞭である他は雄と大差ない。

分　布

　駿河湾（本研究）、遠州灘（Nakabo, 1987; 中島 , 
2003）、土佐湾 （Nakabo, 1987）、東シナ海 （Shinohara 
et al., 2005）。国外では台湾から知られる （Ho et 
al., 1993）。大陸棚縁辺域に生息し （中坊・土居内 , 
2013）、東シナ海において水深 137–142 m から記

録されている（Shinohara et al., 2005）。

備　考

　本標本は、体側後半部の側線の短い分枝が全て

下方を向く、雄の背鰭第 1 棘が糸状に伸長する、

雌の第 1 背鰭の第 3 鰭膜上に眼状斑がない、胸

鰭基底上端に暗色斑がある、第 2 背鰭の上部に１

淡桃色縦線があるなどの特徴が Nakabo (1987) や
中坊（2013）のルソンベニテグリの記載や図に

一致した。本種はこれまで遠州灘以南から記録さ

れていた（Nakabo, 1987; 中島 , 2003）。本個体は

駿河湾からの初記録であると同時に、同湾におけ

る出現は本種の分布北限を更新するものとなる。

考　察

　本研究において確認された 3 種は、いずれも東

アジア地域においては東シナ海の陸棚域および

台湾、駿河湾以南の南日本太平洋岸にかけてほぼ

連続的な分布を示している。中坊（2013）が示

した東アジア地域における海産魚類の水平分布

様式にこれら 3 種は例示されていないが、ツマ

グロアオメエソを含むアオメエソ属魚類の分布

様式が「大陸沿岸温帯大陸棚縁辺から斜面上部・

海山魚」の分布Ⅲ a（千葉県銚子～九州南岸の太

平洋沿岸、九州北西岸、東シナ海大陸斜面上部、

九州 – パラオ海嶺）の「西太平洋（インド – 西

太平洋要素）」として挙げられている。イトヒキ

ヒメとルソンベニテグリの分布記録についても、

アオメエソ属魚類の分布様式に類似しており、か

つ南日本太平洋岸における黒潮の流路とよく一

致していることから、これら 3 種の分布様式は多

くの浅海性魚類と同様に黒潮の影響を受けて形

成されたものである可能性が高いと考えられる。

　深海性魚類の分散に関する知見は少な

い が、Baco et al., (2007) は ソ コ ダ ラ 科 の

Coryphaenoides rupestris Gunnerus, 1765 やヒウ

チダイ科の Hoplostethus atlanticus Collett, 1889
等を対象とした分子マーカーによる集団構造解析

の結果から、多くの深海性魚類が海流を介するこ

とで高い分散能力を持つ可能性があることを示唆

している。アオメエソ属魚類では、稚魚ネットを

用いた表層サンプリングで仔稚魚が得られている

ことから、本属魚類の卵・仔稚魚は黒潮によって

運搬される可能性が高いとされている（平川ほか , 
2007; 猿渡 , 2012）。また、大陸棚斜面で卓越する

底生魚のソコダラ科魚類についても、生活史初期

に浮遊仔稚魚期を経るため、黒潮による仔稚魚の

分散が起きている可能性があると指摘されている

（Merrett, 1989; 遠藤 , 2014; 手良村ほか , 2016）。
さらに、筆者らは駿河湾や近隣の相模湾において、

オオソコイタチウオ Cataetyx platyrhinchus やス

ジトラギス Parapercis striolata のように、近年

になって新たに分布域の北限を更新した深海性魚

類や陸棚域の比較的深部に生息する魚類を複数種

確認している（三井・瀬能 , 2015；手良村ほか , 
2017）。したがって，今回得られた 3種についても，
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黒潮による運搬作用によって駿河湾に出現した可

能性が高いと考えられる。ただし、これらの種が

分布の北限海域で再生産しているのか、あるいは

無効分散であるのか等を含めて、黒潮流域に沿っ

た深海性魚類や陸棚域深部に生息する魚類の分布

形成機構を解明するためには、相模湾や外房沿岸

など駿河湾よりも黒潮の下流域にあたる海域を含

めた広域的な調査が必要である。

参考標本

　ツマグロアオメエソ Chlorophthalmus nigro-
marginatus, 5 個体 : KPM-NI 48091 (1 個体 , 135.3 
mm SL, 台湾屏東県地先 , 南シナ海 ; 以下同様 ), 
KPM-NI 48092 (1 個 体 , 128.7 mm SL); KPM-NI 
38466 (1 個体 , 119.5 mm SL, 愛媛県豊後水道 ; 以
下同様 ); KPM-NI 38467 (1 個体 , 127.7 mm SL); 
KPM-NI 49660 (1 個体 , 116.0 mm SL, 静岡県舞阪

港地先 , 遠州灘 ).
　イトヒキヒメ Aulopus formosanus, 1 個体 : 
KPM-NI 49657 (1 個体 , 183.6 mm SL, 静岡県舞阪

港地先 , 遠州灘 ).
　ルソンベニテグリ Foetorepus masudai, 1 個体 : 
KPM-NI 38378 (1 個体 , 77.0 mm SL, 静岡県舞阪

港地先 , 遠州灘 ).
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摘 要

手良村知功・安田　慎・天野雄一・三井翔太・櫻井風汰・平瀬祥太朗・瀬能　宏 , 2019. 駿河湾か

ら得られた北限記録の魚類 3 種とその分布特性 . 神奈川県立博物館研究報告（自然科学）, (48): 13–20. 
[Teramura, A., M. Yasuda, Y. Amano, S. Mitsui, F. Sakurai, S. Hirase & H. Senou, 2019. Northernmost Records 
of Three Fish Species from Suruga Bay, Japan, with Notes on Distributional Implications for these Species. Bull. 
Kanagawa Prefect. Mus. (Nat. Sci.), (48): 13–20.]
ツマグロアオメエソ（ヒメ目アオメエソ科）およびイトヒキヒメ（ヒメ目ヒメ科）、ルソンベニテグ

リ（スズキ目ネズッポ科）の標本が駿河湾からそれぞれ 1 個体ずつ得られた。これらはいずれも同湾

における初記録であり、かつその種の分布の北限記録となる。日本近海ではこれら 3 種は大陸棚の縁

辺あるいは斜面上部に生息するが、南日本では黒潮流路に沿って連続的に分布することから、多くの

浅海性魚類と同様に、その分散には黒潮が関係していることが示唆された。


